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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の回転軸に対して略直交する略環状の磁性体からなるヨーク（２４ａ，１２４ａ，
２２４ａ）と、上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の少なくとも一方の端面側に
軸方向に起立するように、周方向に設けられた磁性体からなるティース（２４ｂ，１２４
ｂ）と、上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）に巻回されたコイル（２３，１２３）とを有
するステータ（２１，１２１）と、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）の先端に所定のエ
アギャップを隔てて対向すると共に、上記所定の回転軸を中心に回転するロータ（３１）
と、
　上記ステータ（２１，１２１）と上記ロータ（３１）とを収納するケーシング（１）と
を備え、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周が
、上記ケーシング（１）の内周に固定され、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周側かつ少なくとも上記ティース（２
４ｂ，１２４ｂ）よりも半径方向外側で上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）を軸
方向に貫通する複数の孔（２５，１２５，２２５）を設け、
　前記孔と前記コイルの一部とが前記軸方向で互いに対向することを特徴とするアキシャ
ルギャップ型モータ。
【請求項２】
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　請求項１に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記複数の孔（２５，１２５，２２５）は、３以上であって、周方向にかつ略等間隔に
配置されていることを特徴とするアキシャルギャップ型モータ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　互いに隣接する上記孔（２５，１２５，２２５）間の連結部が、上記ティース（２４ｂ
，１２４ｂ）間の領域の半径方向外側にあることを特徴とするアキシャルギャップ型モー
タ。
【請求項４】
　請求項１に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ヨーク（１２４ａ）の外周部に、上記ケーシングの内周に接触しないコアカット部
（１２６）が設けられ、
　上記複数の孔（２１５）は、上記コアカット部（１２６）および上記コアカット部（１
２５）近傍を除く領域に設けられていることを特徴とするアキシャルギャップ型モータ。
【請求項５】
　所定の回転軸に対して略直交する略環状の磁性体からなるヨーク（２４ａ，１２４ａ，
２２４ａ）と、上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の少なくとも一方の端面側に
軸方向に起立するように、周方向に設けられた磁性体からなるティース（２４ｂ，１２４
ｂ）と、上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）に巻回されたコイル（２３，１２３）とを有
するステータ（２１，１２１）と、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）の先端に所定のエ
アギャップを隔てて対向すると共に、上記所定の回転軸を中心に回転するロータ（３１）
と、
　上記ステータ（２１，１２１）と上記ロータ（３１）とを収納するケーシング（１）と
を備え、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周が
、上記ケーシング（１）の内周に固定され、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周側かつ少なくとも上記ティース（２
４ｂ，１２４ｂ）よりも半径方向外側で上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）を軸
方向に貫通する複数の孔（２５，１２５，２２５）を設け、
　互いに隣接する上記孔（２５，１２５，２２５）間の最小間隔は、上記孔（２５，１２
５，２２５）が設けられた部分の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の厚さより
も小さいことを特徴とするアキシャルギャップ型モータ。
【請求項６】
　請求項４に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記複数の孔（１２５）と上記コアカット部（１２６）との間の最小間隔は、上記孔（
１２５）が設けられた部分の上記ヨーク（１２４ａ）の厚さよりも小さいことを特徴とす
るアキシャルギャップ型モータ。
【請求項７】
　所定の回転軸に対して略直交する略環状の磁性体からなるヨーク（２４ａ，１２４ａ，
２２４ａ）と、上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の少なくとも一方の端面側に
軸方向に起立するように、周方向に設けられた磁性体からなるティース（２４ｂ，１２４
ｂ）と、上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）に巻回されたコイル（２３，１２３）とを有
するステータ（２１，１２１）と、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）の先端に所定のエ
アギャップを隔てて対向すると共に、上記所定の回転軸を中心に回転するロータ（３１）
と、
　上記ステータ（２１，１２１）と上記ロータ（３１）とを収納するケーシング（１）と
を備え、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周が
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、上記ケーシング（１）の内周に固定され、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周側かつ少なくとも上記ティース（２
４ｂ，１２４ｂ）よりも半径方向外側で上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）を軸
方向に貫通する複数の孔（２５，１２５，２２５）を設け、
　上記複数の孔（２５，１２５，２２５）の領域を軸方向に投影した部分には、少なくと
も上記コイル（２３，１２３）の一部が重なることを特徴とするアキシャルギャップ型モ
ータ。
【請求項８】
　請求項７に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　軸流ファン（４０）を駆動するアキシャルギャップ型モータであって、
　上記軸流ファン（４０）の風通路に、上記複数の孔（２５）を配置したことを特徴とす
るアキシャルギャップ型モータ。
【請求項９】
　請求項７に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ケーシング（１）に設けられた吸入口から冷媒を吸入して、上記ケーシング（１）
に設けられた吐出口から上記冷媒を吐出する圧縮機構部（１１）を駆動するアキシャルギ
ャップ型モータであって、
　上記ステータ（２１，１２１）は、上記吸入口から上記吐出口までの間に配置されてい
ることを特徴とするアキシャルギャップ型モータ。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１つに記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）のうち、少なくとも上記ケーシング（１）
の内周に焼きばめまたは圧入される部分と上記複数の孔（２５，１２５，２２５）の周辺
部分は、薄板が軸方向に積層された積層鋼板により一体に形成されていることを特徴とす
るアキシャルギャップ型モータ。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）は、圧粉磁心からなり、上記ヨーク（２４ａ，１２
４ａ，２２４ａ）内に軸方向に所定の深さ埋め込まれているか、または、上記ヨーク（２
４ａ，１２４ａ，２２４ａ）内に軸方向に貫通するように埋め込まれていることを特徴と
するアキシャルギャップ型モータ。
【請求項１２】
　請求項１または請求項２に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ステータ（２２１）の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周のうち、
上記複数の孔（２５，１２５，２２５）が周方向に延在する範囲内で、上記ケーシング（
１）の内周に溶接により固定された、アキシャルギャップ型モータ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記孔（２５，２２５）は、少なくとも上記ティース（２４ｂ，２２４ｂ）の間の径方
向外側に延長した部分に設けられている、アキシャルギャップ型モータ。
【請求項１４】
　請求項１２または請求項１３に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記孔（２５，１２５，２２５）は、上記コイル（２３，１２３，２２３）を避けて貫
通する部分を有する、アキシャルギャップ型モータ。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記孔（２２５）は、周方向に隣接する上記コイル（２２３）の間でも上記ヨーク（２
２４ａ）を軸方向に貫通する、アキシャルギャップ型モータ。
【請求項１６】
　所定の回転軸に対して略直交する略環状の磁性体からなるヨーク（２４ａ，１２４ａ，
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２２４ａ）と、上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の少なくとも一方の端面側に
軸方向に起立するように、周方向に設けられた磁性体からなるティース（２４ｂ，１２４
ｂ）と、上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）に巻回されたコイル（２３，１２３）とを有
するステータ（２１，１２１）と、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ティース（２４ｂ，１２４ｂ）の先端に所定のエ
アギャップを隔てて対向すると共に、上記所定の回転軸を中心に回転するロータ（３１）
と、
　上記ステータ（２１，１２１）と上記ロータ（３１）とを収納するケーシング（１）と
を備え、
　上記ステータ（２１，１２１）の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周が
、上記ケーシング（１）の内周に固定され、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周側かつ少なくとも上記ティース（２
４ｂ，１２４ｂ）よりも半径方向外側で上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）を軸
方向に貫通する複数の孔（２５，１２５，２２５）を設け、
　上記ステータ（２２１）の上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周のうち、
上記複数の孔（２５，１２５，２２５）が周方向に延在する範囲内で、上記ケーシング（
１）の内周に溶接により固定され、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）は、上記溶接が施された箇所と上記孔（２
５，１２５，２２５）との間において、軸方向厚みに比べ、径方向厚みが小さい、アキシ
ャルギャップ型モータ。
【請求項１７】
　請求項１２乃至請求項１６の何れかに記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記孔（２２５）の外周側で、上記ヨーク（２２４ａ）の外周端部から軸方向に突出し
た溶接部（３２４ｃ）を有し、
　上記溶接部（３２４ｃ）において上記ヨーク（２２４ａ）と上記ケーシング（１）とが
溶接される、アキシャルギャップ型モータ。
【請求項１８】
　請求項１２乃至請求項１７の何れかに記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）は、軸方向に積層された鋼板からなる、ア
キシャルギャップ型モータ。
【請求項１９】
　請求項１２乃至請求項１８の何れかに記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）は、圧粉鉄心からなる、アキシャルギャッ
プ型モータ。
【請求項２０】
　請求項１２乃至請求項１９の何れか記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）は、上記ケーシング（１）に圧入または焼
きばめもされている、アキシャルギャップ型モータ。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のアキシャルギャップ型モータにおいて、
　上記溶接が施された箇所を除く、上記ヨーク（２４ａ，１２４ａ，２２４ａ）の外周端
部が上記ケーシング（１）と圧入または焼きばめされている、アキシャルギャップ型モー
タ。
【請求項２２】
　請求項１２乃至請求項１９の何れかに記載のアキシャルギャップ型モータを搭載した圧
縮機。
【請求項２３】
　請求項２２記載の圧縮機において、
　冷媒がＣＯ2である、圧縮機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、アキシャルギャップ型モータ及び圧縮機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、圧縮機やファンに用いられるモータは、ラジアルギャップ型が主体であった。こ
のラジアルギャップ型モータでは、ステータの外周をケーシングの内周に焼きばめしたと
しても、軸方向に長いステータの全周が焼きばめされるため、ステータの内周面の変形は
少なく、エアギャップの精度への影響は僅少であった。
【０００３】
　このようなラジアルギャップ型モータに対して、磁石面積を大きく取れ、小型化が可能
であり、整列巻およびコイルの小型化により効率が向上するアキシャルギャップ型モータ
が近年注目されている（例えば、特開２０００－２５３６３５号公報（特許文献１）参照
）。
【０００４】
　上記アキシャルギャップ型モータでは、ステータの外周をケーシングの内周に焼きばめ
するとき、軸方向に短い形状となることもあり、面内変形のみならず、軸方向も含めた変
形を生じる場合がある。上記アキシャルギャップ型モータは、軸方向にエアギャップを有
するため、ごくわずかな変形であってもエアギャップ精度を大幅に悪化させるという問題
がある。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２５３６３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、この発明の課題は、焼きばめ等によるヨークの変形を防止でき、エアギャップ
精度を向上できるアキシャルギャップ型モータ及び圧縮機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、この発明のアキシャルギャップ型モータの第１の態様は、所
定の回転軸に対して略直交する略環状の磁性体からなるヨークと、上記ヨークの少なくと
も一方の端面側に軸方向に起立するように、周方向に設けられた磁性体からなるティース
と、上記ティースに巻回されたコイルとを有するステータと、上記ステータの上記ティー
スの先端に所定のエアギャップを隔てて対向すると共に、上記所定の回転軸を中心に回転
するロータと、上記ステータと上記ロータとを収納するケーシングとを備え、上記ステー
タの上記ヨークの外周が、上記ケーシングの内周に焼きばめまたは圧入により固定され、
上記ヨークの外周側かつ少なくとも上記ティースよりも半径方向外側で上記ヨークを軸方
向に貫通する複数の孔を設け、前記孔と前記コイルの一部とが前記軸方向で互いに対向す
ることを特徴とする。
【０００８】
　また、第２の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記複数の孔は、３以上であっ
て、周方向にかつ略等間隔に配置されている。
【０００９】
　また、第３の態様のアキシャルギャップ型モータでは、互いに隣接する上記孔間の連結
部が、上記ティース間の領域の半径方向外側にある。
【００１０】
　また、第４の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ヨークの外周部に、上記ケ
ーシングの内周に接触しないコアカット部が設けられ、上記複数の孔は、上記コアカット
部および上記コアカット部近傍を除く領域に設けられている。
【００１１】
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　また、第５の態様のアキシャルギャップ型モータでは、互いに隣接する上記孔間の最小
間隔は、上記孔が設けられた部分の上記ヨークの厚さよりも小さい。
【００１２】
　また、第６の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記複数の孔と上記コアカット
部との間の最小間隔は、上記孔が設けられた部分の上記ヨークの厚さよりも小さい。
【００１３】
　また、第７の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記複数の孔の領域を軸方向に
投影した部分には、少なくとも上記コイルの一部が重なる。
【００１４】
　また、第８の態様のアキシャルギャップ型モータでは、軸流ファンを駆動するアキシャ
ルギャップ型モータであって、上記軸流ファンの風通路に、上記複数の孔を配置した。
【００１５】
　また、第９の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ケーシングに設けられた吸
入口から冷媒を吸入して、上記ケーシングに設けられた吐出口から上記冷媒を吐出する圧
縮機構部を駆動するアキシャルギャップ型モータであって、上記ステータは、上記吸入口
から上記吐出口までの間に配置されている。
【００１６】
　また、第１０の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ヨークのうち、少なくと
も上記ケーシングの内周に焼きばめまたは圧入される部分と上記複数の孔の周辺部分は、
薄板が軸方向に積層された積層鋼板により一体に形成されている。
【００１７】
　また、第１１の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ティースは、圧粉磁心か
らなり、上記ヨーク内に軸方向に所定の深さ埋め込まれているか、または、上記ヨーク内
に軸方向に貫通するように埋め込まれている。
【００１８】
　また、第１２の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ステータの上記ヨークの
外周のうち、上記複数の孔が周方向に延在する範囲内で、上記ケーシングの内周に溶接に
より固定されている。
【００１９】
　また、第１３の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記孔は、少なくとも上記テ
ィースの間の径方向外側に延長した部分に設けられている。
【００２０】
　また、第１４の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記孔は、上記コイルを避け
て貫通する部分を有する。
【００２１】
　また、第１５の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記孔は、周方向に隣接する
上記コイルの間でも上記ヨークを軸方向に貫通する。
【００２２】
　また、第１６の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ヨークは、上記溶接が施
された箇所と上記孔との間において、軸方向厚みに比べ、径方向厚みが小さい。
【００２３】
　また、第１７の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記孔の外周側で、上記ヨー
クの外周端部から軸方向に突出した溶接部を有し、上記溶接部において上記ヨークと上記
ケーシングとが溶接される。
【００２４】
　また、第１８の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ヨークは、軸方向に積層
された鋼板からなる。
【００２５】
　また、第１９の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ヨークは、圧粉鉄心から
なる。
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【００２６】
　また、第２０の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記ヨークは、上記ケーシン
グに圧入または焼きばめもされている。
【００２７】
　また、第２１の態様のアキシャルギャップ型モータでは、上記溶接が施された箇所を除
く、上記ヨークの外周端部が上記ケーシングと圧入または焼きばめされている。
【００２８】
　また、上記課題を解決するため、この発明の圧縮機は、上記の何れかのアキシャルギャ
ップ型モータを搭載したことを特徴とする。
【００２９】
　例えば、この圧縮機では、冷媒がＣＯ2である。
【発明の効果】
【００３０】
　第１の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記ヨークの外周側かつティース
の半径方向外側に、ヨークを軸方向に貫通する複数の孔を設けたことによって、焼きばめ
等による歪が緩和されて、ヨークの変形が防止されるため、エアギャップ精度が向上する
。また、焼きばめによる特性劣化が、複数の孔により緩和されるため、ヨークの磁路に影
響を与えない。さらには、ティースよりも半径方向外側のヨークの領域は、通常磁路とし
て積極的に使わないため、孔を設けても、磁路を阻害することがない。さらには、ヨーク
の軸長は通常短いため、孔の垂直度も良好であり、精度良く孔を設けることも可能であり
、ラジアルギャップ型モータと比べて孔による悪影響を排除でき、性能を向上できる。
【００３１】
　第２の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、３以上の孔を周方向にかつ略等間
隔に配置することによって、焼きばめ時または圧入時の応力を全周にわたって均一に吸収
でき、エアギャップ部の平面度を向上できる。また、孔の数は最低３あれば、焼きばめ時
または圧入時の応力を安定して緩和する。
【００３２】
　第３の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記ティース間の領域の半径方向
外側にある上記孔間の連結部によって、ヨークの外周をケーシングの内周に焼きばめ（ま
たは圧入）するときの応力に対してヨークの剛性を保ちつつ、ヨークが傾かないようにで
きる。また、上記連結部がティース間の領域の半径方向外側にあるので、磁気特性に対す
る影響も少ない。
【００３３】
　また、第４の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記ヨークの外周部に設け
られ、ケーシングの内周に接触しないコアカット部は、冷媒の通路や冷却のための風の通
路等に利用することができる。
【００３４】
　また、第５の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、互いに隣接する孔間の最小
間隔を、孔が設けられた部分のヨークの厚さよりも小さくすることによって、焼きばめ時
または圧入時の応力によりヨークが面内変形するが軸方向に変形しないので、エアギャッ
プ精度が向上すると共に、ヨークのティース周りで歪が緩和されるため、磁気特性の劣化
がない。
【００３５】
　また、第６の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記複数の孔とコアカット
部との間の最小間隔を、孔が設けられた部分のヨークの厚さよりも小さくすることによっ
て、焼きばめ時または圧入時の応力によりヨークが面内変形するが軸方向に変形しないの
で、エアギャップ精度が向上すると共に、ヨークのティース周りで歪が緩和されるため、
磁気特性の劣化がない。
【００３６】
　また、第７の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記複数の孔の領域を軸方
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向に投影した部分には、少なくとも上記コイルの一部が重なることによって、風や冷媒等
を複数の孔に通すことにより、ステータのコイルを冷却することができる。
【００３７】
　また、第８の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、軸流ファンの風通路上に複
数の孔を配置して、軸流ファンにより発生する風が複数の孔を通過することにより、ステ
ータのコイルを冷却することができる。
【００３８】
　また、第９の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記ケーシング内の吸入口
から吐出口との間にステータを配置することによって、ヨークに設けられた複数の孔を冷
媒が通過して、コイルを冷却することができる。
【００３９】
　また、第１０の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、上記ヨークのうち、少な
くともケーシングの内周に焼きばめ（または圧入）される部分と複数の孔の周辺部分が、
薄板が軸方向に積層された十分な強度を有する積層鋼板により一体に形成されていること
によって、モータ特性を損なうことなく、焼きばめや圧入等によるヨークの保持を確実に
行うことができる。
【００４０】
　また、第１１の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、圧粉磁心からなる上記テ
ィースが、ヨーク内に軸方向に所定の深さ埋め込まれているか、または、上記ヨーク内に
軸方向に貫通するように埋め込まれていることによって、ティースを通って十分な深さま
で磁束が到達してからヨークに磁束が渡るため、磁気抵抗が低く、また、鉄損も小さくな
る。
【００４１】
　また、第１２の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、ヨークの外周のうち、複
数の孔が周方向に延在する範囲内で、ケーシングの内周に溶接されているため、コイルを
熱によって損傷することなく、エアギャップ精度を向上できる。
【００４２】
　また、第１３の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、複数の孔はティースの間
の径方向外側に延長した部分に設けられているため、コイルの熱損傷を更に抑制できる。
【００４３】
　また、第１４の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、複数の孔はコイルを避け
て貫通しているため、磁気特性の劣化を抑制しつつ冷媒の通路や冷却風の通路を確保でき
る。
【００４４】
　また、第１５の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、複数の孔は、周方向に隣
接するコイルの間でもヨークを軸方向に貫通するため、冷媒の通路や冷却風の通路を更に
大きくできる。
【００４５】
　また、第１６の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、ヨークは、溶接が施され
た箇所と孔との間において、軸方向厚みに比べ、径方向厚みが小さいため、溶接によるバ
ックヨークの歪を防止または抑制できる。
【００４６】
　また、第１７の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、孔の外周側で、ヨークの
外周端部から軸方向に突出した溶接部を有し、溶接部においてヨークとケーシングとが溶
接されるため、溶接が容易になる。さらに、熱がコイルに伝わりにくく、バックヨークの
円筒部に歪が生じるのを防止または抑制できる。
【００４７】
　また、第１８の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、ヨークは、軸方向に積層
された鋼板からなるため、モータ特性を損なうことなく、ヨークの保持を確実に行うこと
ができる。
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【００４８】
　また、第１９の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、ヨークは、圧粉鉄心から
なるため、磁気抵抗が低く、また、鉄損も小さくなる。
【００４９】
　また、第２０の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、ヨークは、ケーシングに
圧入または焼きばめもされているため、エアギャップ精度を向上できる。
【００５０】
　また、第２１の態様のアキシャルギャップ型モータによれば、溶接が施された箇所を除
く、ヨークの外周端部がケーシングに圧入または焼きばめされているため、エアギャップ
精度を更に向上できる。
【００５１】
　上記の何れかのアキシャルギャップ型モータを搭載した圧縮機によれば、上記の発明と
同様の効果を得ることができる。
【００５２】
　この圧縮機によれば、冷媒がＣＯ2であって、ケーシング内部が高圧になっても、上記
の発明と同様の効果を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５３】
　以下、この発明のアキシャルギャップ型モータを図示の実施の形態により詳細に説明す
る。
【００５４】
　〔第１実施形態〕
　図１はこの発明の第１実施形態のアキシャルギャップ型モータの要部を軸方向に分解し
た斜視図を示している。
【００５５】
　図１に示すように、アキシャルギャップ型モータは、ステータ２１と、このステータ２
１の上に配置されたロータ３１と、このロータ３１の中央のボス部３５に固定され、かつ
、ロータ３１から延設されて軸受（図示せず）に回転自在に支持されるシャフト（図示せ
ず）とを有している。上記ロータ３１の回転力を、シャフトを介して負荷に伝達する。な
お実際には、ステータ２１とロータ３１との間にはエアギャップが介在する。
【００５６】
　上記ステータ２１は、例えばケーシング（図示せず）の内側に圧入または焼きばめされ
て取り付けられたステータコア２４と、このステータコア２４に取り付けられたコイル２
３とを有する。上記ステータコア２４は、シャフトに対して略直交するように配置された
円環状のバックヨーク２４ａと、このバックヨーク２４ａのロータ３１側の一面に設けら
れたティース２４ｂとを有する。上記ティース２４ｂは、シャフトに沿って延びており、
シャフトの周りに複数個設けられている。上記コイル２３は、各ティース２４ｂの軸周り
に巻回されている。上記コイル２３は、励磁されて、ティース２４ｂに軸方向の磁束を発
生する。上記コイル２３は、ステータコア２４に、いわゆる「集中巻」されており、巻線
が簡単で、銅量を低減できる巻線方式である。
【００５７】
　上記ティース２４ｂおよびコイル２３はそれぞれ６つあり、ステータ２１は４極となる
。つまり、このステータ２１は、集中巻４極６スロットに相当すると考えられる。また、
巻線は３相で、例えば周方向にＵ相、Ｖ相、Ｗ相、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相に配置され、それぞ
れ３相はスター結線され、インバータ（図示せず）から電流が供給される。
【００５８】
　ここで、例えば、ティース２４ｂは圧粉磁心からなり、複数の電磁鋼板が軸方向に積層
された積層鋼板からなるバックヨーク２４ａに設けられた孔に、ティース２４ｂを挿入し
ている。ティース２４ｂは、ティース毎に独立しているが、それぞれバックヨーク２４ａ
に固定されている。ティース２４ｂの固定手段は、圧入や接着等が考えられる。上記圧粉
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磁心としては、軟質磁性材料（例えば鉄，アモルファス，ソフトフェライト）からなる表
面が絶縁された磁性粉を、圧力を加えて固めたものであり、渦電流損が小さい。また、電
磁鋼板は、いわゆる珪素鋼板と呼ばれるが、他に、アモルファス、パーマロイ等の薄板で
あっても良い。これらは、必要な特性に応じて選択される。
【００５９】
　上記ケーシングの内周に焼きばめ（または圧入）される部分と複数の孔２５の周辺部分
が、十分な強度を有する透磁率および飽和磁束密度の高い積層鋼板により一体に形成され
ているので、モータ特性を損なうことなく、焼きばめや圧入等によりバックヨーク２４ａ
を確実に保持することができる。
【００６０】
　また、上記アキシャルギャップ型モータによれば、圧粉磁心を通って十分な深さまで磁
束が到達してから積層鋼板からなるバックヨーク２４ａに磁束が渡るため、磁気抵抗が低
く、また、鉄損も小さくなる。
【００６１】
　上記バックヨーク２４ａの外周部とティース２４ｂとの間、かつ、バックヨーク２４ａ
の略全周にわたって、複数の孔２５を設けている。このバックヨーク２４ａに設けた複数
の孔２５によって、バックヨーク２４ａをケーシングの内周に圧入または焼きばめ等によ
り保持するときにバックヨーク２４ａに径方向に働く応力を緩和するので、バックヨーク
２４ａの変形を防止して、エアギャップ精度を保つことができ、モータ特性を損なうこと
がない。よって以下、孔２５を応力緩和孔２５と称する。
【００６２】
　この第１実施形態では、ティース数６と同じ、６つの応力緩和孔２５が設けられ、円周
方向にそれぞれ近接している。上記応力緩和孔２５は、周方向に略等間隔に設けられてい
るので、焼きばめ時または圧入時の応力を全周にわたって均一に吸収することにより、エ
アギャップ部の平面度を向上させる。なお、応力緩和孔の数は最低３あれば、安定して応
力を緩和する。
【００６３】
　また、上記ティース２４ｂ間の領域の半径方向外側にある応力緩和孔２５間の連結部２
６によって、焼きばめ時または圧入時の応力に対してバックヨーク２４ａの剛性を保つこ
とにより、バックヨーク２４ａが傾かないようにできる。また、上記応力緩和孔２５間の
連結部２６がティース２４ｂ間の領域の半径方向外側にあるので、磁気特性に対する影響
も少ない。また、ティース数と応力緩和孔の数が同じであり、ティースと応力緩和孔が同
じ位置関係であるので、各ティースに与える応力緩和孔の影響（例えば磁路が狭くなるこ
とによる磁気飽和の影響）が均一となり、回転むらがなく安定した回転力が得られる。
【００６４】
　なお、この第１実施形態では、応力緩和孔２５間の連結部２６が全てのティース２４ｂ
間にあったが、この連結部は全てのティース２４ｂ間にある必要はなく、ティース数など
に応じて適宜設定すればよい。
【００６５】
　また、バックヨーク２４ａの応力緩和孔２５間の連結部２６の最も近接している部分の
幅Ｗｙを、バックヨーク２４ａの厚みＬｙよりも小さくしている。これにより、焼きばめ
時または圧入時の応力によりバックヨーク２４ａが面内変形するため、軸方向に変位しな
い。これにより、エアギャップ精度が向上すると共に、バックヨーク２４ａのティース２
４ｂ周りで歪が緩和されるため、磁気特性の劣化がない。言い換えれば、応力緩和孔が、
全周に対して、半分を超えて設けられている。
【００６６】
　また、図２は上記アキシャルギャップ型モータのステータ２１の平面図を示している。
図２に示すように、バックヨーク２４ａに対してコイル２３と反対の側から軸方向にステ
ータ２１を見ると、応力緩和孔２５を介してコイル２３の一部が見える。これにより、風
や冷媒等を応力緩和孔２５に通すことにより、コイル２３を冷却することができる。
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【００６７】
　また、上記ティース２４ｂの外周側にある応力緩和孔２５は、ティース２４ｂをバック
ヨーク２４ａに圧入したときの応力緩和としても役に立つ場合もある。
【００６８】
　図１に示すように、上記ロータ３１は、シャフト（図示せず）に取り付けられた円環状
のバックヨーク３４と、このバックヨーク３４のステータ２１側の一面に設けられた永久
磁石３３とを有する。
【００６９】
　上記バックヨーク３４は、磁性体からなる。上記永久磁石３３は、シャフトの周方向に
交互に異なる磁極を有する。上記永久磁石３３は、シャフトに沿った方向の磁束を発生す
る。
【００７０】
　次に、上記ステータ２１の組立方法について述べる。
【００７１】
　上記ティース２４ｂ先端のエアギャップに対向する側の面を治具（図示せず）の基準面
に向けて、治具上にティース２４ｂを載置する。
【００７２】
　次に、治具上に載置されたティース２４ｂに、予め整列巻したコイル２３を外嵌して配
置する。このとき、コイル２３と、ティース２４ｂおよびバックヨーク２４ａとの絶縁は
、コイル２３側か、ティース２４ｂおよびバックヨーク２４ａの側のいずれかに設ければ
よい。
【００７３】
　そうして、ティース２４ｂの回りにコイル２３が配置された状態で、ティース２４ｂに
バックヨーク２４ａを上方から載置して、ティース２４ｂの上部がバックヨーク２４ａの
凹部に埋め込むようにした後、バックヨーク２４ａとティース２４ｂとを接合する。治具
の基準面は精度の良い平面を呈している。
【００７４】
　上記ステータ２１の組立方法によれば、ステータコア２４を容易に組み立てることがで
きる。なお、予め所定の形状に巻回された状態のコイル２３をバックヨーク２４ａ上に配
置した後、バックヨーク２４ａと複数のティース２４ｂとを接合しても、ステータコア２
４を容易に組み立てることができる。また、ティース２４ｂまわりにコイル２３を直接巻
回した後、バックヨーク２４ａに接合しても良い。このとき、巻線ノズルをティース２４
ｂまわりで旋回させてもよく、ティース２４ｂそのものを回転させてもよい。
【００７５】
　また、上記ティース２４ｂのロータ３１と対向する側の平面を基準にしてバックヨーク
２４ａとティース２４ｂとを接合するので、エアギャップ精度を向上できる。
【００７６】
　なお、この第１実施形態のモータにおいて、巻線方式は、集中巻、分布巻、波巻等に限
らず、自由に選択することができる。また、ステータティース数とロータ極数の組合せお
よび比率は自由である。
【００７７】
　〔第２実施形態〕
　図３はこの発明の第２実施形態のアキシャルギャップ型モータのステータを軸方向に分
解した斜視図を示している。この第２実施形態のアキシャルギャップ型モータは、バック
ヨーク１２４ａの外周にコアカット部１２６を有する。以下の実施形態において、既述の
実施形態と同様の構成については同一符号を付してその説明を省略する。
【００７８】
　このコアカット部１２６は、冷媒の通路や冷却のための風の通路等に用いられる。この
場合、バックヨーク１２４ａの、外周にケーシング（図示せず）の内周が接触する部分の
み、応力緩和孔１２５を有すれば良い。
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【００７９】
　また、応力緩和孔１２５とコアカット部１２６との間の最小間隔Ｗｚを、応力緩和孔１
２５が設けられた部分のバックヨーク１２４ａの厚さＬｙよりも小さくしている。これに
より、バックヨーク１２４ａの固定部１２４ｃをケーシングの内周に固定する焼きばめ時
（または圧入時）の応力によりバックヨーク１２４ａが面内変形して軸方向に変位しない
ので、エアギャップ精度が向上すると共に、バックヨーク１２４ａのティース１２４ｂ周
りで歪が緩和されるため、磁気特性の劣化がない。
【００８０】
　図４はこの第２実施形態のアキシャルギャップ型モータのステータコア１２４を軸方向
に分解した斜視図を示しており、ステータコア１２４は、バックヨーク１２４ａに設けら
れた貫通孔１２７にティース１２４ｂを挿入した後、バックヨーク１２４ａにティース１
２４ｂを接合している。
【００８１】
　上記第２実施形態では、別体のバックヨーク１２４ａとティース１２４ｂとを接合した
ステータコア１２４を用いたが、バックヨークとティースを一体に形成されたステータコ
アでもよい。
【００８２】
　〔第３実施形態〕
　図５はこの発明の第３実施形態のアキシャルギャップ型モータの要部の断面図を示して
いる。この第３実施形態のアキシャルギャップ型モータでは、軸流ファン４０により発生
する風の通り道が応力緩和孔２５を経由する。
【００８３】
　図５に示すアキシャルギャップ型モータのステータ２１は、ティース２４ｂが孔２４ｃ
においてバックヨーク２４ａを貫通している。
【００８４】
　上記ステータ２１は、図５に示すように、ケーシング１０１の内側に例えば圧入または
焼きばめにより取り付けられたステータコア２４と、このステータコア２４に取り付けら
れたコイル２３とを有する。
【００８５】
　上記ステータコア２４は、シャフト２０に対して略直交するように配置された円環状の
バックヨーク２４ａと、このバックヨーク２４ａのロータ３１側に立設されたティース２
４ｂとを有する。上記ティース２４ｂは、シャフト２０の軸方向に沿ってロータ３１側に
向かって延びており、シャフト２０の周りに複数個設けられている。上記各ティース２４
ｂの軸周りに、コイル２３を夫々巻回している。上記コイル２３は、励磁されて、ティー
ス２４ｂに軸方向の磁束を発生する。
【００８６】
　上記シャフト２０の下端に軸流ファン４０を取り付けている。
【００８７】
　上記第３実施形態のアキシャルギャップ型モータによれば、軸流ファン４０により発生
する風が応力緩和孔２５を通過することにより、コイル２３を冷却することができる。
【００８８】
　〔第４実施形態〕
　図６はこの発明の第４実施形態のアキシャルギャップ型モータを用いた圧縮機の縦断面
図を示している。この圧縮機は、図６に示すように、ケーシングの一例としての密閉容器
１と、上記密閉容器１内に配置されたアキシャルギャップ型モータ２と、密閉容器１内か
つアキシャルギャップ型モータ２の下側に配置され、アキシャルギャップ型モータ２によ
り駆動される圧縮機構部１１とを備えている。ここで、上方向とは、上記密閉容器１の中
心軸が水平面に対して傾斜しているか否かに関わらず、密閉容器１の中心軸に沿った上方
向をいう。
【００８９】
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　上記アキシャルギャップ型モータ２は、圧縮機構部１１から吐出された高圧の冷媒が満
たされる密閉容器１内の領域に配置されている。具体的には、上記密閉容器１内は、高圧
領域Ｈであり、この圧縮機は、いわゆる高圧ドーム型である。
【００９０】
　上記アキシャルギャップ型モータ２は、ステータ２１と、このステータ２１の上にエア
ギャップ４１を介して配置されたロータ３１と、このロータ３１に固定され、かつ、この
ロータ３１から延設されて軸受（図示せず）に回転自在に支持されたシャフト２０とを有
している。このロータ３１の回転力を、シャフト２０を介して圧縮機構部１１に伝達する
。
【００９１】
　上記圧縮機構部１１は、シリンダ状の本体部１２と、この本体部１２の上下の開口端の
それぞれに取り付けられる上端板１５および下端板１６とを備える。上記シャフト２０は
、上端板１５および下端板１６を貫通して、本体部１２の内部に進入している。
【００９２】
　上記本体部１２の内部には、シャフト２０に設けられたクランクピン１７に嵌合したロ
ーラ１３を、公転可能に配置し、このローラ１３の公転運動で圧縮作用を行うようにして
いる。すなわち、上記ローラ１３の外面と本体部１２の内面との間に、圧縮室１４を形成
する。
【００９３】
　上記密閉容器１は、圧縮機構部１１の低圧側の圧縮室１４に開口する吸入管６、および
、アキシャルギャップ型モータ２の上側（下流側）に開口する吐出管７を有する。上記圧
縮機構部１１は、アキシャルギャップ型モータ２側に開口する吐出孔１１ａを有する。
【００９４】
　上記シャフト２０の一端側は、圧縮機構部１１の下端板１６に回転自在に支持され、シ
ャフト２０の他端側は、ステータ２１に回転自在に支持されている。
【００９５】
　上記密閉容器１内の下側に、シャフト２０の下部が浸漬される潤滑油８を有する。この
潤滑油８は、シャフト２０の回転によって、シャフト２０の内部を上がって、圧縮機構部
１１の摺動部等を潤滑する。
【００９６】
　次に、上記圧縮機の作用を説明する。
【００９７】
　上記吸入管６から圧縮機構部１１の圧縮室１４に冷媒を供給し、アキシャルギャップ型
モータ２により圧縮機構部１１を駆動させて、冷媒を圧縮する。圧縮された冷媒は、潤滑
油と共に、圧縮機構部１１の吐出孔１１ａから密閉容器１内に吐出され、アキシャルギャ
ップ型モータ２を通って、吐出管７より密閉容器１の外側に吐出される。
【００９８】
　このとき、応力緩和孔２５は、冷媒通路を兼ねる。
【００９９】
　上記密閉容器１内の吸入口としての吸入管６と吐出口としての吐出管７との間にステー
タ２１を配置することによって、ステータコア２４のバックヨークに設けられた複数の応
力緩和孔２５を冷媒が通過して、コイル２３を冷却することができるとともに、回転電機
の上部の空間に吹き上げられた油を戻す通路としても働く。なお、応力緩和孔２５以外に
も通路を設けてもよい。
【０１００】
　上記第４実施形態では、アキシャルギャップ型モータを用いたロータリー圧縮機につい
て説明したが、ロータリー圧縮機に限らず、スクロール圧縮機等の他の圧縮機にこの発明
のアキシャルギャップ型モータを適用してもよい。
【０１０１】
　また、上記第４実施形態では、被駆動部としての圧縮機構部１１をアキシャルギャップ
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型モータ２により駆動したが、この発明のアキシャルギャップ型モータにより駆動される
被駆動部は、圧縮機構部に限らず、アキシャルギャップ型モータの主軸の回転により駆動
される他の構成の被駆動部であってもよい。
【０１０２】
　また、上記第１～第４実施形態では、ステータの片側にエアギャップを介してロータが
対向するアキシャルギャップ型モータについて説明したが、ステータの両側にステータを
挟むようにエアギャップを介して２つのロータが対向するアキシャルギャップ型モータに
この発明を適用してもよい。
【０１０３】
　〔第５実施形態〕
　図７はこの発明の第５実施形態のアキシャルギャップ型モータの要部を軸方向に分解し
た斜視図を示している。
【０１０４】
　図７に示すように、アキシャルギャップ型モータは、ステータ２２１，２３４と、この
ステータ２２１，２３４の間に配置されたロータ２３３と、ロータ２３３から延設されて
軸受（図示せず）に回転自在に支持されるシャフト（図示せず）とを有している。上記ロ
ータ２３３の回転力を、シャフトを介して負荷に伝達する。なお実際には、ステータ２２
１とロータ２３３との間及びステータ２３４とロータ２３３との間にはそれぞれエアギャ
ップが介在する。
【０１０５】
　上記ステータ２２１は、第１実施形態のコイル２３、バックヨーク２４ａ及びティース
２４ｂにそれぞれ相当して、コイル２２３、バックヨーク２２４ａ及びティース２２４ｂ
を有している。コイル２２３はティース２２４ｂに巻回されており、ここでは集中巻の場
合が例示されている。
【０１０６】
　ステータ２２１はさらに、バックヨーク２２４ａとは反対側で、ティース２２４ｂを各
々独立して覆う磁性板２３６を有している。ここでは磁性板２３６同士が内周側及び外周
側のそれぞれで、磁気飽和しやすく実質的には磁気障壁として機能する薄肉部によって連
結されている。なお、この第５実施形態においては、ティース２２４ｂ及びコイル２２３
はそれぞれ１２あり、ステータ２２１は８極となる。つまり、このステータ２２１は、集
中巻８極１２スロットに相当すると考えられる。また、巻線は３相で、例えば周方向にＵ
相、Ｖ相、Ｗ相、Ｕ相、…に配置され、それぞれ３相はスター結線され、インバータから
電流が供給される。
【０１０７】
　上記ロータ２３３は永久磁石２３３ａと、永久磁石２３３ａをそれぞれ独立して挟む磁
性板２３３ｂ，２３３ｃとを有する。図示していないが、永久磁石２３３ａ及び磁性板２
３３ｂ，２３３ｃを、非磁性体によって保持し、シャフトと締結している。非磁性体は、
例えば樹脂モールドや、永久磁石２３３ａ及び磁性板２３３ｂ，２３３ｃがはまる孔が設
けられた非磁性体のホルダであってもよい。
【０１０８】
　ステータ２３４は、ロータ２３３のステータ２２１とは反対の側の磁束を短絡し、ロー
タ２３３とステータ２２１との間に働く磁気的な吸引力をキャンセルする機能を担う。
【０１０９】
　図８は、上記アキシャルギャップ型モータのバックヨーク２２４ａの平面図である。バ
ックヨーク２２４ａには、複数の孔（応力緩和孔）２２５が設けられている。応力緩和孔
２２５は、何れもコイル２２３を避けて設けられており、ティース２２４ｂの最外周を繋
ぐ円より外側においてバックヨーク２２４ａの外周に沿った形状のアーチ部２２５ａと、
上記アーチ部２２５ａの中心から内周側に突出した凸部２２５ｂとを有している。すなわ
ち、応力緩和孔２２５は、コイル２２３同士の間でもバックヨーク２２４ａを軸方向に貫
通する。したがって、モータ特性を損なうことなく、コイル２２３に熱が伝わるのを防止
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する。さらに、上記第１～第４実施形態の応力緩和孔２５よりも冷媒や冷却風を通すこと
に優れている。なお、ステータ２３４にも、ステータ２２１と同じ位置に孔２２５を設け
ているが、同じ位置に限定されない。
【０１１０】
　図９は、上記アキシャルギャップ型モータを用いた圧縮機の縦断面図である。この圧縮
機は、上記第４実施形態と同様、密閉容器１と、上記密閉容器１内に配置されたアキシャ
ルギャップ型モータ２２と、上記密閉容器１内で、かつ、アキシャルギャップ型モータ２
２の下側に配置され、アキシャルギャップ型モータ２２により駆動される圧縮機構部１１
とを備えている。
【０１１１】
　上記ステータコア２２４は、例えばケーシングの内周において、溶接部２８で溶接され
ている。溶接部２８は、通常、ステータコア２２４の外周端部において等間隔で３箇所以
上、ここでは６箇所であり、応力緩和孔２２５の外側に選定されている。ここで、溶接部
２８の幅は、応力緩和孔２２５の幅と同じかまたはより小（すなわち、溶接部２８の幅よ
り応力緩和孔２２５の幅が大）であるので、溶接によるバックヨークの歪を防止する。
【０１１２】
　また、溶接部２８近傍のステータコア２２４は、軸方向の厚みに比べ、径方向の厚みが
小さいので、応力がかかっても、空隙の平面度には影響しない。これにより、焼きばめ時
または圧入時の応力によりバックヨーク２２４ａが面内変形しても、軸方向に変位しない
。これにより、エアギャップ精度が向上すると共に、バックヨーク２２４ａのティース２
２４ｂ周りで歪が緩和されるため、磁気特性の劣化がない。
【０１１３】
　なお、溶接は、バックヨーク２２４ａをケーシングに焼きばめまたは圧入した後に溶接
しても良い。また、溶接は、何れの側からしてもよく、両側からしてもよい。また、溶接
する際には、ステータコア２２４の空隙面を基準にして行うことにより、精度よくステー
タ２２１をケーシングに固定することができる。
【０１１４】
　〔第６実施形態〕
　図１０はこの発明の第６実施形態のアキシャルギャップ型モータが有する回転電機を搭
載した圧縮機の縦断面図である。この第６実施形態のアキシャルギャップ型モータは、ロ
ータの両側にステータを有する。ステータ及びロータの構造は上記第５実施形態と同じで
あるので説明を省略する。この圧縮機では、ステータが２つあり、何れのステータもバッ
クヨークの外周端部においてケーシングの内側に溶接されている。
【０１１５】
　図１１は上記アキシャルギャップ型モータのバックヨーク３２４ａの平面図である。こ
の第６実施形態でのバックヨーク３２４ａは、溶接部２８に対応する位置において、径を
やや小さくして凹部３２４ｂを形成してある。なお、図１１では分かり易いように描いて
いるが、実際には、溶接部２８に対応する部分のみ、焼きばめまたは圧入しないか、締め
代が他の部分より小さい程度でよい。その部分は、溶接にて保持される。つまり、圧縮機
が仮に高温になって、ケーシングが大きくなり、締め代が甘くなっても、溶接によって保
持されるようになっている。
【０１１６】
　図１２は上記アキシャルギャップ型モータの要部を軸方向に分解した斜視図である。図
１２では、バックヨーク３２４ａから軸方向に突出させた溶接部３２４ｃを設けている。
これにより、溶接が容易になり、熱がコイル２２３に伝わりにくく、また、バックヨーク
３２４ａの円筒部に歪が生じない。なお、溶接部３２４ｃとバックヨーク３２４ａとは一
体化されていることが望ましいため、溶接部１２８も圧粉磁心（例えば、圧粉鉄心）であ
ることが望ましい。
【０１１７】
　例えばバックヨーク３２４ａを積層鋼板で形成する場合、外周側に応力緩和孔２２５が
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設けられている略円形の鋼板において、応力緩和孔２２５の径方向外側の半径を、他の部
分よりも、鋼板の板厚程度小さくして凹部３２４ｂを形成する。この鋼板を、応力緩和孔
２２５が軸方向に貫通するように積層し、最も界磁子に近い１枚だけ、その凹部３２４ｂ
が形成される位置において、軸方向に沿って界磁子とは反対側に屈曲して突出する屈曲部
３２４ｃを形成する。屈曲部３２４ｃの端部が溶接部１２８に相当し、ケーシングに溶接
される。つまり、屈曲部３２４ｃの長さは、積層される鋼板の積層厚みを超える必要があ
る。なお、積層鋼板からなるバックヨーク３２４ａそのものは、カラマセ等により、締結
されていることが前提である。また、屈曲部３２４ｃを形成する鋼板は、必ずしも１枚で
ある必要はなく、必要に応じて枚数を増やしてもよい。その場合には、凹部３２４ｂにお
ける鋼板の半径（すなわち、凹部３２４ｂの凹み具合）、屈曲部３２４ｃにおける鋼板の
半径や屈曲部３２４ｃの長さ等を適宜変更する必要がある。
【０１１８】
　図１３は上記アキシャルギャップ型モータが有する回転電機を搭載した圧縮機の縦断面
図である。図１３に示すように、この屈曲部３２４ｃの端部が溶接部１２８に相当し、ケ
ーシングに溶接される。この圧縮機で使用される冷媒がＣＯ2であるとき、ケーシング内
部は高圧になるので、ケーシングの厚みが増加する。ケーシングの厚みが増加すると、焼
きばめ時の体積変化が大きくなり、バックヨークとケーシングとを強固に固定することが
困難になるため、溶接による固定が必須となる。またケーシング内部が高圧となることに
より、潤滑油はアキシャルギャップ型モータよりも上側へ上昇しやすくなる。これを下方
へ戻すためにも、応力緩和孔２２５が凸部２２５ｂを有していることは、冷媒としてＣＯ

2を採用する場合に好適である。したがって、ＣＯ2を冷媒として使用する給湯器や空調機
の圧縮機には、このアキシャルギャップ型モータが好適である。
【０１１９】
　なお、図１０あるいは図１３に示されたように、ロータの両側にステータを有するアキ
シャルギャップ型モータにおける溶接は、例えば次の手順を採用することができる。
【０１２０】
　まず下側のステータのバックヨークをケーシング１の内壁に溶接する。次に圧縮機構部
１１を下側から組込む。そしてロータ２３３及びシャフト２０を上方からケーシング１に
組込む。その後、上側のステータをロータ２３３の上方から組入れ、上側のステータのバ
ックヨーク２２４をケーシング１の内壁に溶接する。
【０１２１】
　あるいは、下側のステータのバックヨークの溶接位置を、バックヨークの上側に採る場
合には次の手順を採用することができる。まず圧縮機構部１１をケーシング１に組込む。
そして下側のステータをケーシング１に組入れ、そのバックヨークをケーシング１の内壁
に溶接する。そしてロータ２３３及びシャフト２０を上方からケーシング１に組込む。そ
の後、上側のステータをロータ２３３の上方から組入れ、上側のステータのバックヨーク
２２４をケーシング１の内壁に溶接する。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】図１はこの発明の第１実施形態のアキシャルギャップ型モータの要部を軸方向に
分解した斜視図である。
【図２】図２は上記アキシャルギャップ型モータのステータの平面図である。
【図３】図３はこの発明の第２実施形態のアキシャルギャップ型モータのステータを軸方
向に分解した斜視図である。
【図４】図４は上記アキシャルギャップ型モータのステータコアを分解した斜視図である
。
【図５】図５はこの発明の第３実施形態のアキシャルギャップ型モータの要部の断面図で
ある。
【図６】図６はこの発明の第４実施形態のアキシャルギャップ型モータを用いた圧縮機の
縦断面図である。
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【図７】図７はこの発明の第５実施形態のアキシャルギャップ型モータの要部を軸方向に
分解した斜視図である。
【図８】図８は上記アキシャルギャップ型モータのバックヨークの平面図である。
【図９】図９は上記アキシャルギャップ型モータを用いた圧縮機の縦断面図である。
【図１０】図１０はこの発明の第６実施形態のアキシャルギャップ型モータが有する回転
電機を搭載した圧縮機の縦断面図である。
【図１１】図１１は上記アキシャルギャップ型モータのバックヨークの平面図である。
【図１２】図１２は上記アキシャルギャップ型モータの要部を軸方向に分解した斜視図で
ある。
【図１３】図１３は上記アキシャルギャップ型モータが有する回転電機を搭載した圧縮機
の縦断面図である。
【符号の説明】
【０１２３】
　１　密閉容器
　２，２２　アキシャルギャップ型モータ
　２０　シャフト
　２１，１２１，２２１，２３１，２３４　ステータ
　２３，１２３，２２３　コイル
　２４，１２４，２２４　ステータコア
　２４ａ，１２４ａ，２２４ａ，３２４ａ　バックヨーク
　２４ｂ，１２４ｂ，２２４ｂ　ティース
　２５，１２５，２２５　応力緩和孔
　２６　連結部
　３１，２３１　ロータ
　３３，２３３ａ　永久磁石
　３４　バックヨーク
　４０　軸流ファン
　１０１　ケーシング
　１２４ｃ　固定部
　１２６　コアカット部
　１２７　貫通孔
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